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研究成果の概要（和文）：本研究は、(1)規範を支える感情・認知システムの構成を明らかにす

ること、及び、(2)一般互酬性や一般交換と呼ばれる人間集団に見られる幅広い協力関係の成立

基盤を明らかにすることを目指した。進化ゲームに基づくモデル化と、行動・認知・生理・脳

科学実験を組み合わせることで、共感における情動の認知的制御の役割、分配の正義に関する

規範的理論と実際の認知・脳活動との関わり、一般交換の維持における集団メンバーシップの

機能などを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate (1) the emotional and cognitive 
system underlying social norms, and (2) adaptive foundations of large-scale cooperation 
(often called generalized reciprocity or exchange) that characterizes human groups. By 
combining evolutionary game modeling with behavioral, cognitive, physiological and 
brain-imaging experiments, we examined roles of cognitive control of emotions in empathy, 
neural correlates of distributive justice, functions of group membership in maintenance of 
generalized exchange systems.  
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１．研究開始当初の背景 
本研究のキーワードは、社会規範と互恵性で

ある。社会規範とは、「―すべきだ」などの、個人
間で共有された行為原則、行為への期待を指
す。「互恵性」とは、贈与や援助などの利他行為
による相互扶助のシステムを指し、人間社会に
おいては、「相手からの好意には返報すべきだ」、

「困っている人は援助すべきだ」などといった規
範の形で存在している。このように、互恵規範に
代表される社会規範は、現代社会を成り立たせ
る最も重要な装置であると同時に、チンパンジ
ーやゴリラなどの高等霊長類社会と、ヒト社会を
進化的に弁別する概念的な鍵を握っている。一
方、社会規範は、法学はもとより、社会学、人類
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学、経済学にわたる社会科学の共通テーマであ
りながら、諸分野間の学問的連携はこれまで極
めて乏しかったと言わざるを得ない。しかし、この
事情は、ゲーム理論が社会科学の共通言語とな
ったことを契機に、過去 10 年の間に変わりつつ
あり、さらに最近では、行動生態学、進化生物学
などの自然科学領域との新たな連携も生まれて
きている。研究代表者らは、これまで文化伝達を
支える心的属性、感情伝染や原初的共感など
を題材に人間の社会性の特徴について理論
的・実証的検討を進めてきた結果、社会規範の
成立と維持というテーマへの本格的な接近が可
能となる段階に至った。本研究は、社会規範の
成立と維持を支える人間の認知・感情的なメカ
ニズムについて組織的な検討を加える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大きく分けて、(1)規範を

支える感情・認知システムの構成を明らかに
すること、及び、(2)“一般互酬性”や“一般
交換”と呼ばれる人間集団に見られる幅広い
協力関係の成立基盤を明らかにすることに
ある。近年、人間の社会行動に関する研究は、
社会科学内での検討に留まらず、行動生態学・
進化生物学・神経科学を初めとする、ヒトを対象
とした自然科学領域との間に、急速な学問的連
携を作りつつある。本研究は、社会規範の形成
と維持、互恵性を支えるメカニズムなど、社会科
学の根本を成す問題群に、ゲーム理論を軸とす
る数理モデルと行動・生理実験を組み合わせる
ことでアプローチし、規範を支えている認知・感
情特性群の働きを明らかにしていく。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、上記の問題群を検討するため
に、行動実験、生理実験、fMRI 実験を含む多
様な実験手法を、進化ゲーム理論に立脚した
数理モデル・シミュレーションモデルと接合
した。行動実験は主に高橋・神が担当し、実
験ゲームを用いた一連の相互作用実験を行
った。生理実験・fMRI 実験は亀田が担当し、
末梢血流の変化や脳機能画像解析を用いて、
規範行動の背景にある認知・生理的プロセス
の検討を行った。中丸はこれらの実証データ
を参考にしつつ、進化ゲーム理論を用いたモ
デル構築を行った。 
 
４．研究成果 
  本研究の 2つの軸について、代表的な研究
成果を以下に述べる。 
 (1)規範を支える感情・認知システムの構成
の解明 
 ①他者の痛みに関する共感のメカニズム
を、自己制御との関係で明らかにした。他者
が痛みを経験している場面に接したとき、観
察者の側には生理的喚起がほぼ自動的に生
じる。こうした生理的喚起は、他者への援助

行動を導く原動力となる反面、大きすぎる喚
起は観察者にとってのストレスになるため
却って援助行動を妨げる結果にもつながる。
こうした状況で観察者が自らの喚起状態を
認知的に制御しつつ、相手の必要に応じた援
助を行うことは緊急事態における利他行動
の重要な側面である。こうした援助行動と自
己制御の関係を検討するため、晴眼の実験参
加者に、晴眼のターゲット人物が強い光刺激
を受けるビデオ、全盲のターゲット人物が受
けるビデオをそれぞれ視聴してもらい、ビデ
オ視聴時の観察者の生理的喚起水準を末梢
血流量（指尖容積脈波：BVP）の変化により
測定した。解析の結果、2 つのビデオ場面の
間で異なる生理的喚起水準を示す被験者（強
い光刺激を晴眼のターゲット人物が受ける
場合には喚起が起きるが、全盲のターゲット
人物が受ける場合にはほとんど喚起を起こ
さない被験者）ほど、日常場面で、不遇な他
者への適切な援助行動を行いやすく、共感と
喚起の認知的制御の関係が明らかになった
(Kameda, Murata, Sasaki, Higuchi & Inukai, 
2012)。 
 ②分配の正義に関する規範的議論が認
知・脳科学的基盤をもつかどうかを、John 
Rawls の正義論を軸に検討した。Mouselab や
eye-tracker を用いた認知実験の結果、第三
者として他者にとって望ましい分配判断を
行う場合、自己利益のみに関わるギャンブル
の意思決定を行う場合のいずれにおいても、
実験参加者は共通して、最も悪い結果（最も
不遇な分配結果、ギャンブルにおける最悪の
事象）に自発的に注意をむけやすいことが明
らかになった。また、fMRI 実験により、こう
した最不遇の状態への自発的な注意配分は、
2 つの課題に共通して、右側頭頭頂接合部
(right temporo-parietal junction)の賦活
水準と連動し、この部位の賦活レベルが大き
い実験参加者ほど maximin型の意思決定を行
うことが明らかになった。こうした知見は、
Rawls の正義論における直観と整合して、(a)
人は分配の正義における判断をリスク下の
意思決定と結びつけて考えること、(b)その
際に maximin 原理に沿った注意配分が生じる
ことを示唆しており、規範的正義論を実証と
つなげる重要な成果である。 
(2)“一般互酬性”や“一般交換”と呼ばれ

る人間集団に見られる幅広い協力関係の成
立基盤の解明 
 ①生物学領域と情報科学で大きな注目を
集めている社会性昆虫の「群知能」に関する
知見を参考にしながら、人間の集合行動にお
ける「集合知」の発生可能性について、
multi-armed bandit task と呼ばれる不確実
性下の意思決定問題を用いて実験的に検討
した。また、資源探索や集団移動場面など、
選択肢の良し悪しについて分散（ばらつき）



や不確実性が存在する状況における「ヒトの
集団意思決定」と、「社会性昆虫の“集団意
思決定”」におけるアルゴリズムの共通点と
差異を、関連文献をレビューすることで検討
した。この比較の結果、ヒトと社会性昆虫は
系統樹の上ではきわめて遠い位置関係にあ
るものの、集団での決定を生み出すアルゴリ
ズムに重要な共通点（社会的な行動頻度への
正の同調反応、類似の集団集約規則の存在な
ど）が見られることが明らかになった。 
 ②集団のメンバーシップ認定基準と集団
協力との関係について理論的な検討を行っ
た。具体的には、(a)評判に着目してグループ
がメンバーを取捨選択する、(b)個人がグルー
プを取捨選択する、(c)両方のメカニズムが組
み込まれている場合のそれぞれについて、メ
ンバーシップを与える際の合意水準に関す
る閾値を変化させる進化シミュレーション
を行い、メンバー全員が加入を認める場合に
協力率が高くなることを見いだした。 
③社会的ジレンマ場面におけるサンクシ

ョン行使とリーダーシップの関わりについ
て実験的に検討し、社会的ジレンマにおいて
協力を志向する者は、集団リーダーとしてサ
ンクション行使者を選びやすいという知見
を得た。 
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